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   平成２平成２平成２平成２３３３３年度《年度《年度《年度《    秋秋秋秋    》の行事》の行事》の行事》の行事    

１０月１１日（１０月１１日（１０月１１日（１０月１１日（火火火火）秋秋秋秋    例大祭例大祭例大祭例大祭    

            午前１０時午前１０時午前１０時午前１０時    斎行斎行斎行斎行            
一年に一度の例大祭。 氏子をはじめ崇敬者に対するこの一年間の大神様の御恵み・恩頼(みたまのふゆ)に

感謝する祭りです。日本国には多事多難なこの年でしたが、此処南河内は大神等の御蔭(みかげ)を賜り、平穏

な日々に恵まれてきました。御食神酒（みけみき）をはじめ海川山野の新鮮な味物（ためつもの）を献奉り、

大神様の神慮にお礼申し上げます。 

氏子、崇敬者の皆様、多数ご参列ください。 

････････････････････････････････････････････ 

 

加賀田神社本殿後加賀田神社本殿後加賀田神社本殿後加賀田神社本殿後のののの「「「「山山山山のののの神神神神」」」」のののの社殿建立社殿建立社殿建立社殿建立とととと神威神威神威神威のののの興隆興隆興隆興隆                                                                                                                                                                                                        
        加賀田神社本殿背後の「「「「山山山山のののの神神神神」」」」については、「大阪府全志」に次のように記

されている。 

「社後に当たれる山脚に一尺許りの自然石あり、婦人の側面向きに坐して片袖

の半ばを前に上げたる形を為す。里人は崇信して山山山山のののの神神神神と呼べり」                                                    

 また、「大阪府史蹟名勝天然記念物」にも同様なことが記されている。 

「本社壇の背後に当たれる山脚には恰も婦人が側面向きに坐して、片袖を半ば

前に上げたるが如き形態の一尺許りの一自然石あり。里人は之を「「「「山山山山のののの神神神神」」」」と称

えて信仰し居れり」 

  この「「「「山山山山のののの神神神神」」」」の祠が永き年月の風雨地震等により、石組みが壊れかかりました。「山の神」の御神像が

傷つき破損される事を避けるために拝殿に仮遷座致しました。 

 神社ではこれを機に、この自然石「山山山山のののの神神神神」を加賀田神社の末社の一つとして社殿を構え、敬神の誠を捧

げ、古来からの加賀田の村人の尊崇の伝統を継ぎ、形を損なう事無く次の世代に伝えたいと願い、次の事

業計画を進めています。   

 1. この「山の神」を覆う社殿を建てる。    

 2. この神のご神徳を広め、例祭を定める。 

 3. その他の事業（奉納のぼり等）を行う。 

  氏子崇敬者の皆様、日頃「山山山山のののの神神神神」を信仰なさっておられる皆様、 

 加賀田神社「山山山山のののの神神神神のぼり」奉納等、ご協力をお願い申し上げます。 現在社殿の工事は順調に進んでお

り、１２月１日の「新嘗祭」の日に、社殿落成・遷座祭を斎行予定しています。 

 遷座祭には多数ご参列下さい。 追って祭礼のご案内は致します。 

                                  加賀田神社 宮司 田中義光 
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